
 

 

記事等でご紹介いただく際は、“ＮＥＸＣＯ東日本”または“ネクスコ東日本”の愛称ご使用にご協力をお願いします。 

 

平成２７年９月２４日 

東日本高速道路株式会社 

東北支社 

 
 

９月大型連休（シルバーウィーク：ＳＷ）における 

高速道路のご利用状況 

【東北地方版】 
  
ＮＥＸＣＯ東日本東北支社（仙台市青葉区）は、９月大型連休時期［平成２７年９月１９日（土）～平

成２７年９月２３日（水）の５日間］における当社が管理する東北地方の高速道路のご利用状況をとりま

とめましたので、お知らせします。 

 

この期間中は、平成２７年ゴールデンウィーク（Ｈ２７ＧＷ）と比べ、 

ご利用台数は９割でしたが渋滞量（※）は７割減少しました。 

 

平成２７年３月１日に常磐自動車道が全線開通したことにより、東北自動車道からの交通の転換が

図られたものと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ご利用台数  

［本線代表７断面の平均交通量］・・・過去の比較対象区間と同一 

 全車  ：Ｈ２７ＧＷ比約９１％（約３．４万台／日）      

 ピーク ：下り線は９月１９日（土）、上り線は９月２２日（火）    【別添資料-２】 

 

[本線代表８断面の平均交通量]・・・常磐自動車道 山元ＩＣ～亘理ＩＣ間を追加 

■ 全車  ：Ｈ２７ＧＷ比約９１％（約３．２万台／日） 

 

［インターチェンジのご利用台数（出口料金所等を通過した台数）］ 

 全車   ：Ｈ２７ＧＷ比約９６％（約４３．３万台／日）  

 車種別：小型車類Ｈ２７ＧＷ比約９４％（約３９．３万台／日） 

     ：大型車類Ｈ２７ＧＷ比約１２６％（約４．０万台／日） 

 県別〔Ｈ２７ＧＷ比〕 

     青森県：約８６％（約３．１万台／日）、岩手県：約９２％（約６．２万台／日）、秋田県：約８９％ （約３．

７万台／日）、宮城県：約１０１％（約１２．８万台／日）、山形県：約９３％（約６．５万台／日）、福島県：

約１００％（約１０．９万台／日） 【別添資料-４】 

 

２ 常磐自動車道の交通状況 【別添資料-５】 

常磐富岡ＩＣ～浪江ＩＣ間の９月大型連休の交通量は１４，４００台/日となり、Ｈ２７ＧＷに引き続き東北自

動車道からの交通の転換が継続しております。 

【別添資料-１】 

【別添資料-３】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 渋滞延長（ｋｍ）×渋滞時間（ｈ）÷２ 【参考資料】参照 

 

比較対象期間 

平成２７年度 

ＳＷ 

9/19 

（土） 

9/20 

（日） 

9/21 

（月） 

9/22 

（火） 

9/23 

（水） 

平成２７年度 

ＧＷ 

5/2 

（土） 

5/3 

（日） 

5/4 

（月） 

5/5 

（火） 

5/6 

（水） 

詳細につきましては、別添資料をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

３ 混雑状況 【別添資料-６】 

 本線における１０ｋｍ以上の渋滞は下り方面３回（Ｈ２７ＧＷ比▲３回）、上り方面０回（Ｈ２７ＧＷ比▲４

回）の計３回（Ｈ２７ＧＷ比▲７回）発生しました。 

 本線の最大渋滞長は１７．７ｋｍ（Ｈ２７ＧＷ比＋１．７ｋｍ）で、９月２０日（日）（９：２３～１４：０５ ピーク

時刻１１：２６）に東北自動車道の古川インターチェンジ（ＩＣ）～富谷ジャンクション（ＪＣＴ）間（下り線）で

発生しました。この渋滞は、古川ＩＣ付近の事故が要因となり発生したものです。  

 渋滞量は 71ｋｍ・ｈ（Ｈ２７ＧＷ比約３０％）となり、約７割減少しました。 


